
釧路工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 確率統計
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 情報工学分野 対象学年 4
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 教科書: 高遠節夫(代表), 新確率統計. 大日本図書, 2013. 参考書1: 田代嘉宏, 工科の数学確率・統計. 森北出版, 2000.
参考書2: 平岡和幸, 堀玄, プログラミングのための確率統計, 2009.

担当教員 天元 宏
到達目標
評価項目1: 確率変数、確率分布に関する基礎事項を理解し、説明及びそれらを応用した計算ができる。
評価項目2: 平均、分散に関する基礎事項を理解し、説明及びそれらを応用した計算ができる。
評価項目3: 区間推定、仮説検定に関する基礎事項を理解し、説明及びそれらを応用した計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
確率変数、確率分布に関する基礎
事項を理解し、説明及びそれらを
応用した計算ができる。

確率変数、確率分布に関する基礎
事項を理解し、それらを応用した
計算ができる。

確率変数、確率分布に関する基礎
事項を理解できない。

評価項目2
平均、分散に関する基礎事項を理
解し、説明及びそれらを応用した
計算ができる。

平均、分散に関する基礎事項を理
解し、それらを応用した計算がで
きる。

平均、分散に関する基礎事項を理
解できない。

評価項目3
区間推定、仮説検定に関する基礎
事項を理解し、説明及びそれらを
応用した計算ができる。

区間推定、仮説検定に関する基礎
事項を理解し、それらを応用した
計算ができる。

区間推定、仮説検定に関する基礎
事項を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 C
JABEE c
教育方法等
概要 本科目では曖昧な情報を合理的に処理するために必要な確率の基礎知識を学習する。また、その知識を応用して大量の

データから少数の特性を抽出する統計の技術も学ぶ。キーワード：数学・情報技術

授業の進め方・方法

本科目の履修に必要な主な知識は、組合せの数と簡単な微積分である。一般数学で十分に予習し、準備しておいて欲し
い。また、計算には関数電卓が必要となる場合があるので、毎回必ず持参すること。演習問題を15回程度与えるので自
学自習に努めること。

定期試験2回の素点で60点合否判定を行う。合否判定点は中間4割、期末6割の割合とする。合否判定点で不合格となっ
た場合は、宿題や小テスト・定期試験の解き直しレポート等、提出物の全提出を受験条件とした上で、2回の定期試験中
で不合格であった回全てを範囲として合格点60点で再試験を行う。

確率統計を含む数学系科目（基礎数学・線形代数・微分積分・情報数学など）の内容は、高度なソフトウェアを作成す
るために必須の重要な知識である。高学年での関連科目を楽しく受講できるよう、ここで十分に勉強しておこう。

前関連科目 2J情報数学・2年数学C
後関連科目 5EDJ人工知能・5J卒業研究

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 確率変数と確率分布，二項分布 確率変数と確率分布，二項分布に関して説明・計算で
きる。

2週 確率変数と確率分布，二項分布 確率変数と確率分布，二項分布に関して説明・計算で
きる。

3週 ポアソン分布，連続型確率分布 ポアソン分布，連続型確率分布に関して説明・計算で
きる。

4週 正規分布，二項分布と正規分布の関係 正規分布，二項分布と正規分布の関係に関して説明計
算できる。

5週 正規分布，二項分布と正規分布の関係 正規分布，二項分布と正規分布の関係に関して説明計
算できる。

6週 正規分布，二項分布と正規分布の関係 正規分布，二項分布と正規分布の関係に関して説明計
算できる。

7週 多次元確率変数，多次元確率変数の関数 多次元確率変数，その関数に関して説明・計算できる
。

8週 前期中間試験を実施する。

2ndQ

9週 統計量と標本分布，いろいろな確率分布 統計量と標本分布，色々な確率分布に関して説明・計
算できる。

10週 統計量と標本分布，いろいろな確率分布 統計量と標本分布，色々な確率分布に関して説明・計
算できる。

11週 点推定，母平均の区間推定 点推定，母平均の区間推定に関して説明・計算できる
。

12週 母分散の区間推定，母比率の区間推定 母分散の区間推定，母比率の区間推定

13週 仮説と検定，母平均の検定 仮説と検定，母平均の検定に関して説明・計算できる
。

14週 母分散の検定 母分散の検定に関して説明・計算できる。
15週 母比率の検定 母比率の検定に関して説明・計算できる。
16週 前期末試験を実施する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 情報数学・

情報理論
集合に関する基本的な概念を理解し、集合演算を実行できる。 4
情報量の概念・定義を理解し、実際に計算することができる。 4

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


